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皆様、こんにちは。第65期教養
委員会　副委員長の後藤大輔です。
去る 7 月11日（土）に会員オリエ
ンテーションが青年の家で行われ
ました。今期、初めての事業で、
コロナの影響もあり、委員会メン
バーが集まることができない時期
があり、思うように事業計画を進
めることができませんでした。し

かし、青木大輔委員長がしっかりまとめたこと、ま
た委員会メンバーがフォローしたことで、オリエン
テーション当日、無事に 8 名の新入会員を迎えるこ
とができました。

オリエンテーションが始まり、委員会メンバーは
不安や緊張などあり、新入会員はそれ以上に緊張さ
れていたと思います。ここで大垣竹の子会の良さが
次々と発揮され、ユニークな自己紹介や委員会紹介
で笑いが起き、一気に和やかな雰囲気になったので
はと思います。名刺を交換する頃には、少し緊張感
もほぐれ、委員会メンバーおよび新入会員、それぞ
れがアピールできていたと思います。また、竹の子
会としては、新入会員の受け入れ態勢は整ったので
はと思いました。私は、第61期入会で、何もわから
ない新入会員メンバーを温かく迎え入れてくれたこ
となど、会員オリエンテーションが行われるたびに、

当時のことを思い出します。新入会員にとっては、
それくらい印象に残る事業だと思います。

大垣竹の子会スローガン「継往開来～大志を抱
け！感謝の心と共に～」をもとに、第65期も本格的
にスタートしました。新入会員は、わからないこと
が多く、不安しかないかもしれませんが、委員会を
行う度に先輩の温かさに触れ、すぐに消えていくこ
とでしょう。また、自分としてもまだまだ頑張らな
ければいけないと、再認識しております。 4 名の先
輩が卒業されて間もなく、淋しさと不安は残ってお
りますが、今期は新入会員が 8 名と多く、さらに盛
り上がることだと思っております。今西会長をもと
に、みんなで力を合わせて、ますます大垣竹の子会
が盛り上がるよう、頑張っていきましょう。

教養委員会
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会員オリエンテーション
日時：令和2年7月11日（土）　場所：青年の家
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１．人間形成への修練

１．地域社会への奉仕

１．会員相互の親睦
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竹の子会の基本目標



去る 7 月22日（水）に大垣フォー
ラムホテルIBUKIの間で第65期
大垣竹の子会 7 月度例会総会懇
親会が執り行われました。多数
のご来賓、特別会員、現役会員
の皆様にご参加いただき、本当
にありがとうございました。

総 会 懇 親 会 は 竹 の 子 会 の ス
タートとなる大切な事業ですが、今回は新型コロナ
ウイルスの影響があり、その対策も含めた上で皆様
に安心していただける会となるよう委員会で意見を
練ってきました。手指のアルコール消毒、換気、マ
スク着用や、食事を普段の大皿から個々のお弁当に
変更するなど行いましたが、完全とは言えない対策
となり皆様にはご迷惑をおかけする形となってしま

いました。今後新型コロナウイルスの動向がどのよ
うになるかわかりませんが、親睦委員会は今年の11
月に11月度例会家族親睦会が予定されておりますの
で、今回の経験を活かした対策ができるよう委員会
で話し合っていきたいと思います。

また、今回は64期で卒業生を送る会ができなかっ
たため、卒業生の方々をお招きし、壇上でご挨拶い
ただきました。ですが、普段の卒業生を送る会と比
べて短い時間となってしまいました。それだけでは
なく新入会員の紹介もあまり時間が取れず全体的に
せわしない会になってしまったと思います。

第65期の親睦委員長としてまだ始まったばかりで
すが、竹の子会に入会してからは 8 年目となります
ので、もう少しまともにできるよう頑張っていこう
と思います。

親睦委員会
委員長
原　一翔

例会（総会懇親会）
日時：令和2年7月22日（水）　場所：大垣フォーラムホテル
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この度、第65期より竹の子会に入
会させていただきました、神村秀美
と申します。

会社は大垣市内にあります葬儀会
館ティアに勤めております。そこで
仕事のお付き合いのある堀幹事長を
きっかけに、この竹の子会というも
のを知りました。私は今年38歳を迎
え、自己成長と人脈づくり、そして
地域貢献を目指して竹の子会への入
会を希望させていただきました。

仕事では葬儀の運営と会館の管理、営業を主に行っ
ております。その中で人とのつながりは非常に大切なも
のだと学びました。これから先、竹の子会を通じて色々

な方と知り合う機会が増えるかと思います。その中で自
分がどうお役に立つことができるのかを考え、多くの事
を学び、少しでも成長できるよう一生懸命やっていきた
いと考えています。

この歳で新しいことにチャレンジをすることに対し
て不安を感じていましたが、先輩方の優しい声かけをい
ただき、この竹の子会に入って良かったと感じています。

私は入会した歳が遅く、私より年下の方が多く活躍
をされている竹の子会ですが、積極的に活動に参加をし
ていき、 1 日でも早くなじめるよう頑張っていきます。
分からないことばかりで、ご迷惑をかけることもあるか
とは思いますが、少しでも竹の子会の皆さまや大垣地域
の皆さまのお役に立てるよう精一杯精進してまいります
ので、ご指導を何卒よろしくお願い致します。

皆様こんにちは。第65期大垣竹の
子会に入会させていただきました、
小寺雅樹と申します。宜しくお願い
申し上げます。私は、生まれは揖斐
川町、現在は大垣在住で、志事と致
しましては、大野町で鍼灸接骨院を
経営させていただいております。学
生時代より柔道をしていたこともあ
り、ケガを治してもらった経験、優
しく接してもらった人の温かさ、恩
師の勧めもあり、私も人を元気にす

る側に立とうと志し、治療の世界に入りました。
趣味は、音楽、海外旅行、お酒。特に音楽に関しては、

一度は音楽の道を考えたほど好きでございます。中学の
時からギターをはじめ、現在も趣味の域ではございます

が、バンド活動もしております。将来は自分専用のレコー
ディングスタジオを持ちたいなと思っております。世界
中の素晴らしい景色をみて、最高にうまい酒を飲むこと
も私が死ぬまでにやりたいことの一つです。

さて、今回私が本会の入会を決めた理由の一つに、幼
馴染からの声掛けがございました。少し迷いました。し
かし、信頼できる仲間とともに、地域貢献の一助となる。
決意するまでにそこまで時間は掛かりませんでした。決
め手は『人』です。声掛けしてくれたことに感謝し、私
もこの『人』を磨くべく、できることを精一杯やり、歴
史ある竹の子会に貢献していく所存であります。

出逢い、繋がりを最優先に大切にし、本会繁栄のお
役立ちができるよう頑張ってまいります。OB会員様、
先輩会員様、何卒宜しくお願い申し上げます。    

この度、65期より新入会員になり
ました、杉浦慎也と申します。

会社は、大野町で障がい福祉サー
ビスをさせていただいております。
児童発達支援・放課後等デイサービ
ス（ 0 歳～18歳までの障がいを持っ
た子）【18歳～65歳までの施設もあり
ます。】人との出会い別れがありま
すが、様々な年代の方と携われる素
敵な仕事だと思っております。

趣味としましては、BBQ・ゴルフ
です。しいて順列をつけるならば、ゴルフが一番の趣味
になります。竹の子会の方と関係を深めラウンドさせて
いただける日があると幸いです。皆さまからもいつでも、
お誘いいただけると嬉しいです。

今回竹の子会に入会するきっかけになったのは、仕
事上でもお付き合いさせていただいている、今期から会
長になられた今西さんからご紹介があり、入会すること
を決めました。

まだまだ右も左も分からないですが、竹の子会の先輩
方と携わりながら様々な経験を積み学び、様々な職種の
方との関係を深め、人脈を広げながら自分自身の成長に
繋げていきたいと思いますので、なにか足りない所、こ
うしたらよりいいのではないか、など気づいたことがあ
りましたら、ご指導のほどよろしくお願いいたします。

竹の子会の行事ごとには、積極的に参加し交流をし
ていきたいと思っております。

まだまだ若輩者ではありますが、皆さまと沢山関わっ
ていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

第65期より大垣竹の子会に新規入
会させて頂きました、高塩翔平と申
します。

大垣市昼飯町の株式会社三浦工務
店という会社で、建設業の管理業務
に携わっています。

大垣竹の子会は様々な地域のイベ
ントに携わっており、非常に長い歴
史を持った青年会です。正直言いま
すと、入会する前は、自分のような
若輩者が入会したところで、竹の子

会の力にはなれないだろうと、少々不安に思っていると
ころもありました。しかし実際に入会させて頂き、先輩
方のお話を聞いていると、少しずつですが竹の子会の魅
力が分かり、自分なりに何かしら出来ることがあるので

はないかと思い始めました。また、普通に生活していて
は関わることのできない、様々な業種の方々とも親睦を
深めることができ、竹の子会には自分自身を成長させる
ことのできるチャンスが沢山ある非常に素晴らしい会だ
と感じております。

新型コロナウイルスの影響で何かと暗いムードの昨
今ではありますが、入会した以上、竹の子会の様々な行
事には積極的に参加させていただき、少しでも大垣地域
の活気付けにお力添えできればと考えております。また
竹の子会の行事を通して関わった人達とのご縁を大切に
し、自分自身が少しでも成長できるよう頑張っていきた
いと思っています。

右も左もわからない若輩者ですので、皆様方のご指
導のほど宜しくお願い致します。
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新入会員の自己紹介
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99 1010月の予定

日　時：令和 2 年10月21日（水）　
場　所：青年の家講堂

64期新入会員例会

日　時：令和 2 年 9 月18日（金）　
場　所：中川地区センター

講師例会

日　時：令和 2 年10月 1 日（木）　
場　所：養老カントリー

交通遺児チャリティーゴルフ

日　時：令和 2 年 9 月12日（土）　
場　所：青年の家

つどい9月親睦事業

この度、第65期より大垣竹の子会
に入会させていただきました、田中
慎也と申します。よろしくお願い致
します。

私は大垣市出身で34歳になります。
エクステリア・外構工事の会社を営
んでおります。

仕事柄、大垣竹の子会については
色々お話を聞いており、とても興味
があり入会を決意しました。

生まれも育ちも大垣市であり、大垣愛では負けません。
是非とも大垣市を盛り上げていきたいです。そして、活
動を通して人間的にも大きくなりたいです。

言葉ではなく行動で示していきたいと思います。よ
ろしくお願い致します。

会員の皆様こんにちは。この度65
期大垣竹の子会入会の土川大輔と申
します。宜しくお願いします。

私は揖斐郡池田町出身で仕事は池
田町で車の販売、修理等を行ってい
る土川サービスで仕事をしています。

趣味はプロ野球観戦、旅行、スニー
カー集めです。

竹の子会入会のきっかけは、 2 人
の仲間から声をかけていただき入会

することになりました。
これも何かのご縁だと思います。
まだ 1 年目です。私のひとり娘も今年から小学校に

入学、自分も 1 年生で新たな事に挑戦出来ることに感謝
です。やるからには全力で取り組み、人との繋がり、感
謝心を持って色々な活動、地域貢献等頑張り自分自身も
成長出来たらと思います。

前向きにプラスな心で取り組みますので大垣竹の子
会の皆様どうぞ宜しくお願いします。

第65期より大垣竹の子会に入会さ
せていただきました山本審哉と申しま
す。大井町で中華料理店『中華山本』
を経営しております。生まれも育ちも
大垣の36歳現在は自然が好きなので上
石津町の山奥で暮らしております。幼
馴染で同級生でもある棚橋副会長から
のお誘いで最初は公園植樹の清掃奉仕
活動の見学をさせていただきました。
私は人見知りだったんですが少し話し

てみれば個性豊かでとても人柄の良い人ばかりで安心感は
ありました。初めての竹の子会のお誘いは64期でしたが中
華山本開店初年度でしたので申し訳なかったのですがお断
りしてしまいました。ですが飲食店を経営している事もあ
り竹の子会OBや先輩方にもご来店いただき助けていただ
いたりもしました。『これも竹の子会つながりのいいとこ
ろなんだなぁ。』と思い入会のきっかけでもあります。

これから竹の子会の活動で先輩方とのお付き合いを大
切にし色々な事を学び吸収して成長していきたいと思いま
す。青年部活動は初めてですが僕は仕事ありきの青年活動
として参加するつもりです。参加できない日はしませんし
参加できたのなら自分なりに考えて竹の子会がよりよくな
るように積極的に動こうと思っています。竹の子会では飲
食店の業務とは違い経営者として社会で生きていく上でと
ても大事な事業に関する事や事務的な事、言葉遣い、礼儀
作法など勉強させていただけることは山ほどあるんだなと
痛感しております。少しでも立派な経営者になれるように
竹の子会で学んで精進してまいります。新型コロナの影響
で今期は中々活動ができませんが参加できる行事には全力
で頑張りたいと思います。また仕事の方では新型コロナで
経営難の中でも攻めの経営をしようと国産たけのこを使っ
たメンマ作り事業を始めております。これもたけのこ繋が
りで大垣竹の子会とのなにかのご縁と思い立派な事業にす
る為に精一杯がんばります。

第65期より大垣竹の子会に入会さ
せていただきました、横山大雅と申
します。垂井にある横山塗装株式会
社に所属しており、住宅、工場など
建物の塗り替え塗装防水工事などを
行っております。この度は親交のあ
るＯＢの方や社長の勧めで入会させ
ていただくこととなりました。

こういった団体に参加するのは初
めてのことでどうしたらいいかわか

らないことばかりですが、竹の子会でお会いする方たち
は、まじめに熱心にそれでいて楽しみながら活動してお
られる印象を受けました。これは自分には足りないもの
だと感じ、とても輝いて見えました。竹の子会を通じて
これから様々な活動に積極的に参加して多くの方と交流
し、皆さんの良いところを吸収したい、自分自身成長を
させたいと思っております。また活動を通して地域貢献
できればと思います。至らない点ばかりだとは思います
が誠心誠意頑張りますのでご指導のほどよろしくお願い
します。

奉仕委員会

田中　慎也

親睦委員会
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教養委員会
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